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韓
愈
の

初
期
文

章
作
品
に

見
ら

れ

る

典
故
表
現

　

　
　

　

1
『

荘

子
』

と
の

関
連
を

中
心

に

ー
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は

じ

め

に

　

中

唐
の

文
人
・

韓
愈
（

七

六

八

ー
八

二

四
）

は

「

駢
文
」

に

対

し

て

「

古

文
」

と

い

う

新
し

い

文

体
を

確
立

し

た

こ

と

で

知

ら
れ

る

が
、

そ

の

過

程
で

は

さ

ま

ざ
ま

な
工

夫
が

な

さ
れ

た

は

ず

で

あ

る
。

中
で

も
四

字

句
・

六

字
句
を

中
心

と

す
る

駢
文

の

「

型
」

を

破
り

な
が

ら

も
、

「

読
ま

せ

る
」

文

章
を

書

く
た

め

に
、

中

国
古

典
文

学
の

代
表
的
な

修

辞
法
の
一

つ

で

あ

る

典
故
表

現
の

効
果
的

な

使

用
は

重
要

な

位
置
を

占
め

て

い

た

と

思
わ

れ
る

。

　

韓
愈
の

作
品
に
つ

い

て

の

注

釈

書
は
、

朱

代
よ

り

現
在
に

至

る

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

の

ま

で

数
多
く

出

版
さ

れ

て

い

る

が
、

典

故
の

指
摘
に
つ

い

て

は

ま

だ

不

十
分
で

あ

り
、

創
作
上

の

工

夫
を

十

分
に

究

明
す
る

に

は

至

つ

て

お
ら

ず、

作
者
の

真

意
に

迫
り

切
れ

て

い

な
い

点
が

あ

る
。

　

ま

た

韓

愈
の

古
文

家
と

し

て

の

名
声

が

定

着
す
る

の

は

後
年
の

こ

と

で

あ

る

た

め
、

古
文

確
立

の

準
備
段

階
に

あ
た

る

初
期
の

文

章
は

十
分
に

検
討
さ

れ
て

こ

な
か
っ

た

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

　

韓
愈
は

貞
元

八

年

（

七

九

二
）

に
二

五

歳
で

進
士

に

及

第
す
る

が
、

そ
の

後

経
済

的
に

困
窮

す
る

時
期

が

続
く

。

「

読
ま

せ

る
」

文
章

を

書
い

て

有
力

者
の

目

に

止

ま

る
こ

と

は

韓
愈
に

と
っ

て

切

実
な

問

題
で

あ

り
、

こ

の

時
期
の

作
品
に

は

文

章
創

作
上

の

工

夫

が

よ

く

現
れ
て

い

る

は

ず
で

あ

る
。

　
そ

こ

で

本

稿
で

は
、

韓

愈
の

初
期
文
章

作
品

を
対

象
と
し

て
、

従

来
指

摘
さ
れ

て

い

な

い

典
故
を

新
た
に

指

摘
し

な
が

ら
、

作
品

の

新
た

な

読
み

の

可

能
性

に
つ

い

て

検
討
す
る

。

特
に

典

故
に
つ

い

て

は

『

荘
子
』

と

の

関

わ

り

に

注
目

す
べ

き
点
が

あ
る

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

ま

た

あ

わ

せ

て

後
の

韓
愈
の

文

学
論
と

の

関
連
に
つ

い

て

も

考
察
し

て

み

た

い
。

一
、

初

期
の

文

章
作
品

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
けせ

　

作
品
の

繋

年
は
『

韓

愈
全
集

校
注
』

に

よ

り
、

貞

元

三

年
（

七

九

五
）

ま

で

の

文

章
作
品

を
対

象
と

し

て

検

討
を
加
え

た
。

韓

愈

は

翌

貞

元
一

二

年

（

七

九

六
）

に

宣
武

軍
節
度
使
・

董
晋
の

幕

僚

に

な
っ

て

お

り
、

そ
の

こ

と

で

経
済
的
に

安
定
し

、

精
神

的
に

も

一

つ

の

区

切
り

に

な
っ

て

い

る

と

思
わ

れ
る

か

ら
で

あ

る
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

対
象
と

な
る

作
品

は

次
の

二

十

四

篇
で

あ
る

。

　
「

上

張
徐

州

薦
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薛
公

達

書
」

（

貞

元

四

年
）

、

「

河

中
連
理

木
頌
」

「

猫
相

乳
」

「

E

賈

滑
州

書
」

（

以

上

貞
元

六

年
）

、

「

明

水

賦
」

「

痙

硯
銘
」

（

以

上

貞

元

八

年
）

、

「

省
試

顔

子

不

弐

過

論
」

「

争
臣

論
」

「

上

考
功
崔

虞

部

書
」

（

以
上

貞

元

九

年
）

、

「

応
科

目

時
与

人

書
」

「

与

鳳

翔

邪

尚
書

書
」

「

送

斉
晦
下

第
序
」

「

贈
張
童

子

序
」

「

祭
鄭
夫

人
文
」

「

李
元

賓
墓

銘
」

（

以
上

貞

元
一

〇

年
）

、

「

感
二

鳥
賦
」

「

画
記
」

「

上

宰

相

書
」

「

後

十
九

日

復
上

書
」

「

後
廿

九

日

復
上

書
」

「

答

侯

継
書
」

「

答

崔
立

之

書
」

「

省
試

学
生

代
斎

郎

議
」

「

祭

田

横
墓

文
」

（

以
上

貞
元
一

一

年
）

。

　

こ

れ

ら
の

中
で

、

科

挙
の

答
案
で

あ

る

「

明

水
賦
」

「

省

試

顔

子

不

弐

過

論
」

「

省

試

学
生

代

斎
郎
議
」

講

と
、

韻
文

で

あ

る

「

感

二

鳥

賦
」

を

除
い

た

二

十
篇

を
見
る

と
、

有
力

者
に

対
し

て

書
か

れ

た

作
品

が

実
に

半
数

の
一

〇
篇
を

占
め

て

い

る
。

こ

れ

は
冒

頭

で

述
べ

た

よ

う
に

、

当

時
の

韓
愈
が

経

済
的
に

困

窮

し

て

お
り
、

有
力

者
の

引

き
立

て

を

求
め

る
の

に

急
だ
っ

た

事
情
を
如

実
に

反

映
し

て

い

る
。

そ

し

て

文

章

創
作
上

の

工

夫

も
、

よ

り

多
く
こ

れ

ら
の

作

品

中
に

現
れ
て

い

る

こ

と

が

予

想
さ

れ
る

。

具

体
的
に

は

有
力
者
の

人

徳
を

顕
彰
す
る

く

だ

り

で

あ
っ

た

り
、

ま

た

自

分
が

い

か

に

困

難
な

状

況
に

あ
る

か

を
訴

え

か

け
る

部
分
で

あ
っ

た
り

す
る

だ

ろ

う
。

二
、

修
辞
上

の

工

夫

　
本

稿
で

は

文

章
創

作
上
の

工

夫
を
大

き

く
「

修
辞
上

の

工

夫
」

と

「

典
故

表
現
」

に

分
け

、

典

故
表

現
を
さ
ら

に

「

経

書
に

基
づ

く

も

の
」

と

「

『

荘

子
』

に

基
づ

く

も

の
」

に

分
け

て

検
討
を
加

え

る
。

引
用
し

た

典
故
で

既

に

指
摘
が

あ

る

も
の

は
、

指

摘
が
｝

番
適
切
と

思
わ

れ

る

注

釈

書
を
注

 
の

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ

ト
に

よ
つ

て

示
し
、

新
た
に

指

摘
し

た

典

故
は

冒
頭
に

「

＊
」

を

付
し

て

区

別

し

た
。

　
（

1
）

典
拠
が

あ
る

言

葉
と

日

常
的
な

言
葉
の

組
み

合
わ
せ

　
初

期
の

文

章

作
品

に

見
ら

れ

る

修
辞

上

の

工

夫
と

し

て
、

ま

ず

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

指

摘
で

き
る
の

は
、

口

語
的

語
彙
を

用

い

て

い

る
こ

と

で

あ
る

。

　

　
今

所
病

者
在
於

窮

約
。

無
蹴
屋
・

賃

僕
之

資
、

無

鰮
袍
．

糲

　

　
　

　

　
　

　

く

る

　

　

食
之

給
。

（

今
病

し

む

所
の

者
は

窮
約
に

在
り

。

蹴
屋

．

賃

　

　

僕
の

資

無

く
、

繿

袍
・

糲
食
の

給

無

し
。

）

（
「

上

考
功

崔
虞

　

　

部
書
」

）

　

　

枯
槁
・

沈

溺
魁

閖
・

寛
通

之

士
、

必

且
洋

洋
焉

動
其
心
、

峨

　

　

峨
焉

纓
其

冠
、

于
于
焉

而
来

矣
。

（

枯
槁
・

沈
溺
せ

る

魁
閖
．

　

　

寛
通
の

士
、

必

ず
且

つ

洋

洋
焉

と

し

て

其
の

心

を
動
か

し
、

　

　

峨

峨
焉
と

し

て

其
の

冠
に

纓
し
、

于

于
焉
と

し

て

来
ら
ん

。

）

　

　

（
「

上

宰

相
書
」

）

「

上

考
功

崔
虞
部
書
」

で

は

「

蹴
屋

賃
僕
」

と

「

縊
袍

糲
食
」

が

対
の

位
置
に

置
か

れ

て

い

る
。

「

繿
袍
」

（

綿
入

れ

の

衣

服
V

、

「

糲

食
」

（

粗
末
な

食
べ

物
）

は
、

そ

れ
ぞ

れ

経
書
に

見
え

る

言

葉
で

あ
る

。

　

m
子

日
、

「

衣

敝
鰮
袍
、

与

衣

狐

貉
者
立

而

不

恥

者
、

其

由
也

　

　

与
。

」

（

子

曰

く
、

「

敝

れ
た

る

繿
袍

を

衣
て
、

狐

貉
を

衣
る

　

　

者
と

立

ち
て

恥
じ

ざ
る

者
は
、

其
れ

由
か

。

）

（

『

論
語
』

子
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罕
）

　

＊

雖

蔬

食
・

菜

羹、

未
嘗
不

飽
。

蓋

不

敢
不
飽
也

。

［

趙

岐
注
］

　

　

蔬

食
、

糲

食
也

。

（

蔬
食
・

菜
羹
と

雖
も
、

未
だ

嘗
て

飽
か

　

　

ず
ん

ば
あ

ら

ず
。

蓋
し

敢
へ

て

飽
か

ず
ん

ば
あ
ら

ざ
る

な
り

。

　

　

［

趙

岐

注
］

蔬
食
は

、

糲

食
な

り
。

）

（
『

孟

子
』

万

章

下
）

「

繿
袍
」

「

糲

食
」

と

対
に

な

る

「

蹴
屋
」

（

部
屋

を

借
り

る
）

、

「

賃
僕
」

（

使

用

人
を

雇

う
）

は
、

こ

れ

よ

り

古
い

用

例
を

見

つ

け
る

こ

と

が

で

き

ず、

当

時
の

日

常

的
な
言

葉
だ
っ

た

と

思
わ

れ

る
。

「

上

宰

相

書
」

の

「

枯

槁

沈
溺
」

と

「

魁

閖
寛

通
」

は

対

句

で

は

な
い

が
、

「

枯

槁
」

（

世

俗
か

ら

遠

ざ
か
っ

て

い

る

隠

者
）

、

「

沈

溺
」

（

世

俗
の

中
に

身

を

置
い

て

い

る

隠
者
）

は

と

も
に

『

荘

子
』

を

ふ

ま

え

た

表

現
で

あ

り
、

二

語

で

「

す
べ

て

の

隠
者
」

の

意
で

用
い

た

も
の

で

あ

ろ
う

。

　
＊

兵
革

之
士

楽

戦
、

枯
槁

之
士

宿

名
。

（

兵

革
の

士

は

戦

を
楽

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と

　

　
し

み
、

枯

槁
の

士

は

名
を

宿
る

。

）

（

『

荘
子
』

徐

無
鬼
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
まト
　

さ　

　
＊

方

且

与

世
違

而
心

不

屑
与

之

倶
。

是

陸

沈
者

也
。

（

方
且

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
レ

さ

き
よ

　

　

世
と

違
ひ

て

心

は

之
と

倶
に

す
る

を

屑

し

と

せ

ず
。

是
れ

　

　

陸
沈

す
る

者
な
り

。

）

（
『

荘
子
』

則

陽
）

「

枯
槁
」

「

沈

溺
」

と

対
に

な

る

「

魁

閖
」

（

度
量
が

大

き
い
）
、

「

寛
通
」

（

博

学
）

は

古
い

用

例
が

見
ら

れ

ず
、

や
は

り

当

時
の

日

常

語
で

あ

る

と

思
わ

れ
る

。

「

上

考

功

崔
虞
部
書
」

で

は

経
書

が

日

常
語

と

対

に

な

り
、

「

上

宰

相
書
」

で

は

『

荘

子
』

が

日

常

語

と

併
用

さ
れ

て

い

る
。

韓
愈
の

文
章
創

作
上
の

工

夫
に

お
い

て
、

経

書
と
と

も
に
『

荘

子
』

が

重
要

視
さ

れ
て

い

る
こ

と
が

窺
え

る
。

　

（

2
）

同
】

語
の

反

復

　

「

猫

相
乳
」

で

は
、

死

に

そ
う
な

母

猫
の

声
を

聞
き
つ

け

た

別

の

猫
が

子

猫

を

救
い

に

行

く

場

面

を

次
の

よ

う
に

描

写

し

て

い

る
。

　

　

若
聞

之
、

起

而
若

聴
之

、

走
而

若

救
之

、

銜
其
一

置
于

其
棲

、

　

　

又

往
如

之
、

反
而

乳

之

若

其
子

然
。

（

之

を

聞

く
が

若

く
、

　

　

起
ち
て

之

を

聴

く
が

若

く
、

走
り

て

之

を

救
ふ

が

若

く
、

其

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
か

く

　

　

の

一

を

銜
み

て

其
の

棲
に

置

き
、

又

往
き

て

之
の

如

く
し

て
、

　

　

反
り

て

之
に

乳
す
る

こ

と
、

其
の

子

の

若
く

然
り

。

）

「

ご

と

し
」

と

い

う
言

葉
を

連
用
し

て

猫
の
→

連
の

動

作
を

表

現

し

て

お

り
、

動

作
に

流

れ
が

生

ま
れ

て

い

る
。

猫
が

実

際
に

こ

の

よ

う
な
こ

と

を
す
る

と
は

考
え

に

く

く
、

こ

こ

で

は

「

ご

と
し

」

を

連
用

す
る
こ

と

で
、

想

像
を

う
ま

く
表

現
し

て

い

る

と

言
え

る
。

　

ま

た

対
句
の

宇
数

を
変
え

て

リ

ズ

ム

を
変
え

な
が

ら
も
、

同
一

語
を

反

復
さ
せ

る

こ

と

で

句
と

し

て

の
一

貫
性

を
保
つ

例
が

見

ら

れ
る
。

た

と

え

ば

「

画

記
」

で

は
、

「

00

者
…

人
」

（

○

○

す

る

者
…

人
）

と
い

う
形
が

字

数
を

変
え
な
が

ら
、

二

箇
所
の

倒

置

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

を

挟
ん

で

三

十
二

句
に

わ

た
っ

て

続
き

、

　
「

後
廿

九

日

復
上

書
」

で

は
、

「

皆

巳
」

を

用
い

た
、

そ
れ

ぞ

れ
字

数
を

異
に

す
る

句
が

九

回

続
く

。

　

（

3
）

リ
ズ

ム

の

変
化

　

前
項

で

取
り

上

げ
た

「

画

記
」

「

後
廿

九

日

復
上

書
」

の

他
に

も
、

対
句
の

字

数
を

変
え
て

リ
ズ

ム

を

変
化
さ
せ

る

例
は

随
所
に

　

　

　

　

見
ら

れ
る

。
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君

子
小

人

之

所

憫

笑
、

天

下
之

所

背
而

馳

者
也

。

（

君

子
小

　

　

人
の

憫
笑

す
る

所
、

天

下

の

背
き
て

馳

す
る

所
の

者
な
り

。

）

　

　

（

「

答

崔
立

之

書
」

）

「

君

子
小

人
」

と

「

天

下
」

は

字

数
を

変
え
る

こ

と

に

よ
っ

て

リ

ズ

ム

を

変
え
、

「

憫

笑
」

と

「

背
而

馳
」

は

助
字
「

而
」

を

挿
入

す

る
こ

と
で

対

句
の

字
数
を

崩
し

て

リ
ズ

ム

を

変
え

て

い

る
。

ま

た

「

李
元

賓
墓

銘
」

は
、

叙

述
を

極
度
に

簡

略
化
す
る

こ

と

に
よ

っ

て

悲
哀
の

感

情
を

際
立
た

せ

る

効
果
を

も

た

ら
し

て

い

る

こ

と

　

　
　

　

　
　

　

　

が

指

摘
さ
れ

て

い

る
。

　

従

来
の

形
式
を

打

破
す

る

こ

れ
ら

の

試

み

に

は
、

新
し

い

も
の

を

作
り

上

げ

て

い

こ

う

と

す
る

韓
愈
の

強
い

意

欲
が

感
じ

ら

れ

る
。

三
、

典

故
表

現

　

韓
愈
の

文
章

に
つ

い

て
、

典

故
に

着
目

し

た

表

現
上

の

工

夫
は

、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

従
来

あ
ま
り

詳
し

く

指

摘
さ

れ
て

い

な
い

よ

う
で

あ

る
。

本

稿
で

は

韓
愈
の

初

期
文

章
作
品

に

お

い

て

典
故
が

積
極

的
に

利

用

さ

れ
、

中
で

も

経
書
と

『

荘
子
』

が

大
き
な

比

重
を
占
め

て

い

る
こ

と
、

な

ら
び

に

そ
れ
が

韓
愈
の

文

章
を

読
み

解
く
上

で

重

要
な
ポ

イ
ン

ト

に

な
っ

て

い

る
こ

と

を

明
ら

か

に

し

た
い

。

経
書
と

『

荘

子
』

の

両

者
が

典
故
と

し

て

使
わ
れ

て

い

る
も
の

は
、

ふ

さ
わ

し

い

と

思
わ

れ
る

方
に

挙
げ
た

。

（

1
）

経
書
に

基
づ

く
典

故
表

現

　

「

答
崔
立
之

書
」

は
、

博
学
宏
詞

科
の

試

験
に

連
続
し

て

落

第

し

た

韓
愈
が

、

親
し

い

友
人
の

崔
立

之
か

ら

手
紙
で

激
励
さ

れ
た

こ

と

に

対

し

て

書
か

れ
た

返

信
で

あ

る
。

そ
の

中
で

韓
愈
は

心

中

を

吐
露
し

、

も
し

も
時

勢
に

関

す
る

自
分
の

献
策
が

入

れ

ら

れ

ず、

役

職
を

得
る

こ

と
が

で

き
な
か
っ

た

場
合
は

、

と

仮
定
し

て
、

次

の

よ
う

に

述
べ

る
。

　

　

猶

将

耕
於

寛

閑
之

野
、

釣
於

寂

寞
之

浜
。

（

猶
ほ

将

に

寛
閑

　

　
の

野

に

耕
し

、

寂
寞
の

浜
に

釣
ら
ん

と

す
。

）

広

く
静
か

な
土

地
で

耕

作
し

、

ひ
っ

そ
り

と

し

た

水
辺

で

釣

り

で

も
し

よ

う
と

言
う

。

こ

の

句
は

韓
愈
が

世
間

か

ら

遠
ざ
か

っ

て

著

述
に

打
ち

込
む

意
思

を
表

明
し

た

も
の

と

解
釈
さ
れ

て

い

る
。

従

来

指
摘
さ

れ
て

い

な
い

が
、

「

耕
於

寛
閑

之

野
」

は

『

孟

子
』

を

ふ

ま

え
た

典
故

表
現
で

あ
る

。

　
＊

伊

尹

耕
於

有
宰
之

野
、

而

楽
尭

舜
之

道
焉

。

（

伊
尹

は

有
華

　

　
の

野
に

耕
し

て
、

尭
舜
の

道

を
楽
し

む
。

）

（

『

孟

子
』

万

章

　

　
上
）

伊
尹

が

殷
の

湯
王

に

仕
え
る

前
に

萃
の

地
で

耕
作
し
、

隠
居

し

て

尭
舜
の

道
を

楽
し

ん

で

い

た

こ

と

を

言

う
。

「

釣

於

寂

寞
之

浜
」

は

呂

尚
（

太
公
望
）

が

渭
水
で

釣

り
を
し

て

い

た

こ

と

を

指
し
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

た

と
え

ば

次
の

例
が

挙
げ
ら

れ
る

。

　

　

呂
尚

蓋

嘗
窮

困
、

年
老

矣
、

以

漁
釣

奸
周

西

伯
。

（

呂

尚

　

　
蓋

し

嘗
て

窮

困
し

、

年
老
い

し

と

き
、

漁
釣

を
以

て

周
の

西

　

　
　

　
も

と

　

　

伯
に

奸
む

。

）

（

『

史

記
』

斉
太

公

世
家
）

「

耕
釣
」

は

伊
尹
・

呂

尚
の

故
事
を

ふ

ま
え

た

隠
遁
を

意
味

す
る

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

言
葉
と

し

て

韓
愈

以
前

の

詩
文
に

用
い

ら
れ

て

お

り
、

　
「

糊
於
寛
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閑
之

野、

釣

於
寂

寞
之

浜
」

の

句
を

見
れ
ば
、

当
時
の

知

識
人

は

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

伊
尹

と

呂
尚

を
連

想
し

た

は

ず
で

あ

る
。

　
こ

の

句
の

ポ

イ

ン

ト

は
、

韓
愈
が

表
向
き

は

隠
遁
と

言
い

な
が

ら
、

自
分
自
身
を

伊
尹

や

呂
尚
に

な

ぞ

ら
え

て

い

る

点
に

あ
る

。

つ

ま
り

、

今
は
い

っ

た

ん

身
を

引
く

が
、

ゆ
く

ゆ
く
は

宰
相
に

な

っ

て

や
る
、

と
い

う

韓
愈
の

秘
め

た

野
望
が

こ

の

句
に

は

潜
ん

で

い

る

の

で

あ

る
。

後
に

詳
し

く

検
討
す

る

が
、

「

答

崔
立

之

書
」

は

こ

の

引
用

を

受
け

て

「

微

足

下
、

無
以
発

吾

之

狂

言
。

」

（

足

　
な

下

微
か

り

せ

ば
、

以
て

吾
の

狂
言

を

発

す
る
こ

と

無
か

ら
ん
）

と

述
べ

て

書
簡
を

終
え

る
。

著
述
に

打
ち
込

む
こ

と

が

韓
愈
に

と
っ

て

「

狂

言
」

で

は

な

い

こ

と
は

明

ら

か

で

あ
り
、

こ

の

よ

う

に

解

釈
し

て

は

じ

め

て

「

狂
言
」

の

語
が

生

き

て

く
る

。

『

孟

子
』

の

典

故
を

ふ

ま

え

な

け
れ

ば
、

韓
愈
の

秘
め

た

野

望
と
い

う
こ

の

句

の

真

意
を
読

み

解
く
こ

と

が

で

き

な

い
。

　

「

上

考
功

崔

虞
部

書
」

は
、

博
学
宏

詞
科
を

受
験

し

た

時

に
、

韓
愈
を

合

格
者
と

し

て

推

薦
し

て

く

れ

た

崔

元
翰
に

対
し

て

書
か

れ

た

書
簡
で

あ
る

。

こ

の

中
で

韓
愈
は
、

自

分
の

答
案
を

高
く

評

価
し

て

く
れ

た

崔
元

翰
を

次
の

よ

う
に

称
え

る
。

　

　

執

事
者

所
守

異
於

人

人
、

廃
耳

任
目
、

華
実

不

兼
。

（

執

事

　

　
の

者
の

守
る

所
は

人

人
に

異
な
り
、

耳
を

廃
し

目

に

任
せ

て
、

　

　

華
実

兼
ね

ず
。

）

当

時
の

科
挙
は

事
前
の

評

判
が

合

否
を

大
き

く
左

右
し

た
。

評

判

が

立
つ

と

い

う
こ

と

は

有

力

者
の

後
ろ

盾
が

あ
る

こ

と

を
意
味

す

る
。

し

か

し

「

執
事

殿
（

陛

崔
元

翰
）

の

考
え

方
は

他
の

人
々

と

異
な
り

、

耳
を

ふ

さ

ぎ
、

自

分
の

目

を
信
じ

て
、

評
判

と

実
力

を

一

緒
く

た

に

し

な
か

っ

た
。

」

そ

の

た

め

崔
元

翰
は

韓
愈

を

含
む

三

名
を

合

格
者
と

し

て

推

薦
し

た

の

だ

が
、

う
ち
二

名
は

評
判
通

り

に

合
格
し

た

の

に

対
し

、

「

所
不
言

者
（

言
は

ざ

る

所
の

者
）

」

、

す
な

わ

ち

事
前
に

評

判
に

な

ら
な
か
っ

た

韓

愈
は

落

第
し

て

し

ま

う
。

崔

元

翰
を
称
え

る

く
だ
り

を

含
め

、

「

華
実

兼
者
」

カ
）

実
の

対
比
」

不

実
」

「

華
而

不

実
」

の

意
味
が

定

着
し

て

い

る
。

　
＊

華
而

不

実
、

怨
之

所
聚
也

。

（

華
に

し

て

実

な
ら

ざ
る

は
、

　

　
怨

み

の

聚
ま

る

所
な

り
。

）

（

『

春

秋
左

氏

伝
』

文
公

五

年
）

韓

愈
は

『

春
秋
左

氏

伝
』

を

ふ

ま
え

た

上

で
、

二

人
の

合
格

者
は

「

華
実

兼
ぬ

る

者
」

、

す
な

わ

ち

評

判
と

実

力

を

兼
ね

備
え
て

い

た

の

に

対

し

て
、

評

判
に

な

ら
な
か
っ

た

自
分
は

「

実
は

華
と

違

ふ
」

、

実
力
が

評

判
と

食
い

違
っ

て

し

ま
っ

た
、

と

言
っ

て

い

る

こ

の

間
の

経
緯
は

次
の

よ

う
に

述
べ

ら

れ
る

。

三

人

之
中

、

其
二

人

者、

固
所

伝
聞
矣

。

華
実
兼
者
也

。

果

竟
得
之

、

而
又

升
焉

。

其
一

人

者、

則

莫
之

聞
矣

。

実
与

華

違
、

行
与

時

乖
、

果

竟
退
之

。

（

三

人
の

中
、

其
の

二

人
の

　

　

　
まナ
こ

レ　

者

は
、

固

に

伝
へ

聞
く

所

な
り

。

華
実

兼
ぬ

る

者
な

り
。

果
し

て

竟
に

之

を

得
て
、

又

升
る

。

其
の
一

人
の

者
は

、

則

ち
之

を

聞
く
こ

と

莫
し

。

実
は

華
と

違
ひ

、

行
ひ

は

時
と

乖

き
、

果
し

て

竟

に

之

を

退

く
。

）

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
こ

の

作
品
は

「

華
実
不

兼
」

　

　

　
　
「

実
与

華
違
」

と
、

「

華
」

（

評

判
）

と

「

実
」

（

実

と

の

対
比

が

軸
に

な
っ

て

論
が

展
開

さ
れ

て

い

く
。

「

華
と

　

　

　

と

い

う
モ

チ

ー
フ

は
、

『

春
秋
左

氏

伝
』

に

「

華
而

　
（

華
に

し

て

実
な

ら

ず
）

と

い

う
形

で

用
い

ら

れ

て

以

来
、

　

　

　
　

で

「

う
わ
べ

は

華
や
か

だ
が

実

質
が

伴
わ

な
い

」
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の

で

あ
る

。

「

華
而

不
実
」

（
『

春
秋
左

氏

伝
』）

↓
「

華
実
不

兼
」

（

崔
元

翰
）

↓
「

華
実
兼
者
」

（

二

人

の

合
格
者
）

↓

「

実

与

華

違
」

（

自
分

自
身
）

と
、

経
書
に

典

故
が

あ

る

言

葉
を
ふ

ま

え

な

が

ら
、

そ

れ
を

自

在
に

組
み

替
え
る

と
い

う
、

十
分

に

技
巧

を

凝

ら
し

た

表
現
に

な
っ

て

い

る
。

ま

た

従

来
は

「

う
わ
べ

の

華
や
か

さ
と

実

質
」

と

い

う
、

「

つ

の

物
の

二

つ

の

側

面

を

表

し

て
い

た

の

に

対
し

て
、

こ

こ

で

の

「

評
判
」

は

外
か

ら

与
え

ら

れ
る

も
の

で

あ

り
、

従

来
の

意
味

を

変
え

て

用
い

て

い

る

こ

と

が

分
か

る
。

　

試

験
に

落
ち

た

場

合、

た

と

え

ど

ん

な
に

自
信
が

あ
っ

た

と

し

て

も、

表
向

き
は

自

分
が

未
熟
だ
っ

た

と

言

う
の

が

ふ
つ

う

だ

ろ

う

が
、

第
三

者
の

目

に

触
れ

る

手

紙
の

中
で

「

自
分

に

は

合

格
す

る

だ

け

の

実

力
が

あ
る

。

評
判
が

足
り

な
か
っ

た

だ

け
だ
」

と

言

っ

て

の

け
て

し

ま

う
と

こ

ろ

に

韓
愈
の

人
柄
が

垣

間

見
え

る

よ

う

で

あ
る

。

　

「

後
十

九

日

復
上

書
」

は

自

分
の

窮

状
を

訴

え
て

引
き
立

て

を

求
め

た

書

簡
で

あ

る
。

こ

の

作
品

で

は

「

水
火

を

踏
む
」

と

い

う

典
故

表
現
を

軸
に

し

て

論
が

展
開
さ

れ
て

い

く
。

　

　

愈
聞
之
、

踏
水
火

者
之

求
免

於
人

也
、

不
惟
其

父

兄

子

弟
之

　

　

慈

愛、

然

後

呼
而

望

之
也

。

（

愈
之

を

聞
く

、

水
火

を

踏
む

　

　

者
の

免
れ

ん

こ

と

を

人
に

求

む

る

や
、

惟
其
の

父

兄
・

子

弟

　

　
の

慈

愛
に

し

て
、

然

る

後
に

呼
び

て

之

を
望
む

の

み

な

ら
ざ

　

　

る

な
り

。

）

「

水
に

溺
れ
、

焼
け

死

に

そ
う
に

な
っ

て

い

る

人
が

助
け
を

求
め

る

時
は
、

相
手

を

選
ば

な
い

も
の

だ
」

と

い

う
一

般

論
の

形

で

話

が

切

り

出
さ

れ
る

。

「

水
火

を

踏
む
」

と

い

う

表
現

は

『

論

語
』

に

典

故
が

求
め

ら
れ
る

こ

と

が

指
摘
さ

れ
て

い

る
。

　
 
子

日
、

民

之

於
仁
也

、

甚
於

水
火

。

水
火

吾

見
踏
而
死

者

矣
。

　
　

未

見

踏
仁
而
死

者
也

。

（

子

曰

く
、

民
の

仁

に

於

け

る

や
、

　
　

水

火
よ

り

も

甚
だ

し
。

水

火
は

吾

踏
み
て

死

す
る

者
を

見
る

　
　

も
、

未
だ

仁

を

踏
み

て

死

す

る

者
を

見
ざ

る
な

り
。

）

（

『

論

　
　

語
』

衛
霊

公
）

続
い

て
、

自

分
は

学
問

に

励
ん

で

き
た

結
果
、

「

水

火
を

踏
む
」

状
態

に

立

ち
至
っ

て

し

ま
っ

た
こ

と
を

述
べ

る
。

　
　

愈
之

彊

学
力

行
有

年
矣

。

愚
不

惟
道

之
険

夷、

行
且

不

息
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

つ

と

　
　
　
　
　
　

　

　
つ

と

　
　

以

踏
於

窮

餓
之

水
火

。

（

愈
の

学

を
彊

め

行
ひ

を
力

む

る

こ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
や

　
　

と

年

有
り

。

愚
に

し

て

道
の

険
夷
を

惟
は

ず
、

行
ひ

て

且
つ

息

　
　

ま

ず
、

以

て

窮
餓
の

水
火

を

踏
む

。

）

「

水
火

を

踏
む
」

と

い

う

表

現
は

、

『

論

語
』

で

は

単
に

「

水
に

溺
れ

た

り
、

焼
け

死

に

そ

う

に

な
る

」

と
い

う
意
味
だ
っ

た

も
の

が
、

後

に

「

命
の

危

険
を

顧
み

な
い
」

「

み

ず

か

ら

の

意
志

で

水

火
に

踏
み

込
ん

で

い

く
」

と

い

う
、

み

ず
か

ら

積
極
的
に

危

険
に

踏
み

込

ん

で

い

く

意
味
で

用
い

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

。

　
＊

故

烈
士

…

…

流
於

川

谷
、

不
避

踏
水
火

。

（

故
に

烈
士

は

…

　
　

…

川

谷

に

流
る

る

も
、

水

火
を

踏
む

を

避
け

ず
。

）

（
『

韓
非

　
　

子
』

忠
孝
）

　
＊

此

由

禽
鹿
少

見
馴

育
、

則
服

従
教

制、

長
而
見

羈
、

則

狂

顧

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

な

　
　

　
　

　
　

　

　
わ
か

　
　

頓

纓
、

赴

踏
湯
火

。

（

此
れ

由

ほ

禽
鹿
の

少

く

し

て

馴

育
せ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

つ

な

　
　

ら
る

れ
ば

、

則
ち

教
制
に

服

従
し
、

長
じ

て

羈
が

る
れ

ば
、

　
　

則
ち

狂

顧
し

纓
を

頓
て

、

湯
火
に

赴
き

踏
む

が
ご

と

し
。

）

　
　

（

『

文

選
』

巻
四

三
、

奮

康
「

与

山
巨

源

絶
交

書
」

）
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韓
愈
の

場

合
は

み

ず
か

ら
の

意
志

で

困

難
に

立

ち

至

っ

た

こ

と

は

明
ら

か

で
、

用
い

方
と

し

て

は

『

韓

非
子
』

・

岱

康
の

書
に

連
な

る
。

し

か

し

こ

れ

で

は

相
手

の

同

情
は

得
ら

れ

な

い

の

で
、

さ

ら

に

次
の

よ

う
に

続
け
る
。

　

　

有

観
溺
於
水
而

熱
於

火

者
、

有
可

救
之
道
、

而
終

莫
之

救
也

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
や

　

　

閤

下
且

以

為

仁
人

乎

哉
。

（

水
に

溺
れ

火
に

熱
か

る

る

者
を

　

　

観
る

こ

と

有
り
、

之

を

救
ふ
べ

き
道

有
れ

ど

も
、

終
に

之

を

　

　

救
ふ

こ

と

莫
き
な

り
。

閤
下

且
つ

以
て

仁
人

と

為
さ
ん

か
。

）

「

閣

下

は
、

溺

れ
て
い

る

人
を

助
け

な
い

者
を

仁
者
だ

と

思

わ

れ

ま

す
か
」

と

訴
え

か

け

る

表

現
に

も

典
故
が

あ
る

。

　

働

与
其

有
事
、

則

窶
裳

濡
足
、

冠
挂

不
顧

。

人
溺
不

拯
、

則
非

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
つ

か

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
か

か

　

　

仁

也
。

（

其
の

事

有
る

に

与

り
て

は
、

則

ち

裳

を

裹

げ

足

　

　

　

　

　

　

　

か

か

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

つ
く

　

　

を

濡
ら
し
、

冠

挂
る

と

も

顧

ず
。

人
溺
れ

て

拯
は

ざ
る

は
、

　

　

則
ち

仁
に

非
ざ
る

な
り

。

）

（
『

後
漢

書
』

崔
駟
伝
）

こ

こ

で

は

「

溺

於
水

而

熱
於

火
」

と

言

う
だ

け
で

、

「

踏
」

の

字

が

見

え
な

く
な
っ

て

い

る

こ

と

に

気
づ

か

な
け

れ

ば
な

ら
な
い

。

こ

こ

で

韓
愈

は

宰
相
の

同

情
を

引
く

た

め

に
、

「

溺
れ

た

り

焼
け

死

に

そ

う
な

人

を

救
わ
な

い
」

点
だ

け
に

焦

点
を

絞
っ

て
、

「

踏

む
」

と

い

う

表

現
を

注

意
深

く

外
し

て

い

る

の

で

あ

る
。

「

溺
れ

た

り

焼

け
死

に

そ

う

に
な

る
」

（

『

論
語
』
）

↓
「

み

ず
か

ら
の

意

志
で

水
火
に

踏
み

込

む
」
（

『

韓
非
子
』

・

砧

康
・

韓

愈
）

↓
「

『

踏
』

の

字

を

外

す
」

（

韓
愈
）

と
、

『

論

語
』

に

基
づ

く

言

葉
を

用
い

な
が

ら
、

こ

こ

で

も

自
在
に

形

を

変
え
て

窮
状

を
訴
え

て

い

る
。

「

水

火
を

踏
む
」

の

典

故
に

『

論

語
』

を

挙
げ
る

だ
け

で

は
、

こ

の

作
品
に

込

め

ら
れ

た

韓

愈
の

苦

心

を

読
み

取

る

こ

と

が

で

き

な

い
。

　

「

上

賈
滑

州

書
」

は
、

当

時
の

義
成
軍

節
度
使

・

賢
耽
に

引
き

立

て

を

求
め

た

書
簡
で

あ
る

。

そ

の

末
尾

で
、

相
手

に

判
断

を
ゆ

だ

ね

る

く
だ
り

を

次
の

よ

う
に

表
現

す
る

。

　

　

与

之
進

、

敢
不

勉
。

与
之

退
、

敢
不

従
。

進

退
之

際
、

実
惟

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ゆ
る

　

　

閤
下

裁
之
。

（

之

が

進
む

こ

と

を

与
さ

ば
、

敢
へ

て

勉
め

ざ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

る

　

　

ら
ん

や
。

之

が

退

く
こ

と

を
与

さ
ば
、

敢
へ

て

従
は
ざ

ら
ん

　

　

や
。

進

退
の

際
、

実
に

惟
閤

下、

裁
せ

よ
。

）

こ

れ

は

『

礼
記
』

の

次
の

表

現
を
ふ

ま
え
て

い

る

と

思
わ
れ

る
。

　
＊

見

父

之

執
、

不
謂
之

進
、

不

敢
進

。

不
謂

之

退
、

不

敢
退

。

　

　

（

父
の

執
を

見
る

と
き
は

、

之

に

進
め

と

謂
は

ざ

れ
ば

、

敢

　

　
へ

て

進
ま

ず
。

之

に

退

け
と

謂
は

ざ
れ

ば
、

敢
へ

て

退
か

ず
。

）

　

　

（
『

礼
記
』

曲

礼
上
）

　
＊

先
生

与

之

言

則
対
、

不

与

之

言

則

趨
而

退
。

（

先
生

之

と

言

　

　

は

ば

則
ち

対
へ

、

之

と

言

は

ざ

れ

ば

則

ち
趨

り

て

退

く
。

）

　

　

（
『

礼
記
』

曲

礼
上
）

お

引

き
立

て

い

た

だ

け

る
か

ど

う
か

は

閣
下
の

お

心

次
第
で

す
、

と

述
べ

る

の

に
、

『

礼

記
』

の

語

句
と

リ
ズ

ム

を
共

に

ふ

ま

え

た

表
現

に

な
っ

て

い

る
。

　

経
書
に

基
づ

く

典
故
が

作
品

の

構

誠
に

ま

で

及

ぶ

例
と

し

て

は

「

争
臣

論
」

と

「

上

宰

相
書
」

が

あ

る
。

　
「

争
臣

論
」

で

は

『

周

易
』

蠱

卦
上
九

と

蹇
卦
六
二

の

爻

辞
を
組

み
合
わ

せ
、

ま
た

「

上

宰
相
書
」

で

は

『

毛

詩
』

小

雅
「

菁
菁
者

莪
」

序

を

引
い

て

巧
み

に

議
論
を

展

開
さ
せ

て

い

る
。
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（

2
）

『

荘
子
』

に

基
づ

く
典

故
表

現

　

韓
愈

は

「

送

孟
東

野

序
」

（

貞
元
一

七

年

作
）

に

お

い

て
、

過

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ゆ

去
の

す

ぐ

れ
た

文

学

者
の

｝

人

と

し

て

荘
子

を

挙
げ

、

「

進

学
解
」

（

元

和
八

年

作
）

で

は
、

韓

愈
が

模
範
と

し

た

古
典
の

中
に

『

荘

子
』

を

挙
げ
て

い

る
。

従
来
は

こ

れ

ら

を

根
拠
に
、

韓
愈
と

『

荘

子
』

と

の

関

連
の

可

能

性
に
つ

い

て

推

測

す
る

に

と

ど

ま
り
、

具

体
的

な

検
討
は

な
さ

れ

て

い

な
い

。

本

稿
で

は

具

体
例
を

挙
げ
な

が

ら
、

韓
愈
の

初

期
文

章
作
品

に

お

い

て

『

荘
子
』

が

効
果
的
に

用

い

ら

れ
て

い

る
こ

と

を

指
摘
し

て
、

韓
愈
が

早
い

段

階
か

ら
『

荘

子
』

の

文

章

表
現
や

着

想
を

積
極

的
に

取
り

入

れ

て

い

る

こ

と

を

明
ら
か

に

し

た

い
。

　

「

猫

相
乳
」

は
、

韓

愈
の

パ

ト
ロ

ン

だ
っ

た

馬
燧

の

飼
い

猫
が

慈

愛
あ

ふ

れ
る

行
い

を
し

た

こ

と
か

ら

説
き

起
こ

し

て
、

馬
燧
の

人
徳

を
称
え

た

作
品
で

あ

る
。

そ

の

書
き

出
し

は

次
の

通
り

。

　

　

司

徒
北

平
王

家、

猫
有
生

子

同
日

者
、

其
一

死

焉
。

有
二

子

　

　

飲
於

死

母
。

（

司

徒

北
平
王

の

家
に
、

猫
の

子

を
同

日

に

生

　

　
む

者
有
り

て
、

其
の

一

死

す
。

二

子

有
り

て

死

母
に

飲
む

。

）

一

見
す

る

と

何
で

も

な
い

書
き

出

し
の

よ

う
だ
が
、

「

有
二

子

飲

於
死

母
」

は

『

荘
子
』

の

典
故
を

ふ
ま

え
て

い

る
。

　
＊

仲
尼

日
、

丘

也

嘗
使
於
楚

矣
。

適

見
豚

子

食
於

其
死
母

者
。

　

　

（

仲
尼

曰

く
、

丘

や

嘗
て

楚
に

使
ひ

せ

り
。

適
た

ま
豚

子
の

　

　
　

　

　
　

　
ち

ち
の

　

　

其
の

死

母

に

食

む

者

を

見

た

り
。

）

（

『

荘

子
』

徳

充

符
）

続
い

て

猫
の

行

為
が

述
べ

ら
れ

、

そ

の

慈

愛
あ

ふ

れ

る

行
い

を

馬

燧
の

人

徳
に

結
び
つ

け

て

次
の

よ

う
に

述
べ

る
。

　

　
夫

猫
、

人
畜
也

。

非

性
於

仁
義

者
也

。

其

感
於

所
畜
者
平

哉
。

　
　

北

平
王

牧

人
以

康
、

伐
罪
以

平、

理

陰
陽

以

得
其
宜

。

国
事

　
　

既

畢
、

家
道
乃

行
、

父

父
子

子
、

兄

兄
弟

弟
、

雍
雍
如
也
、

　
　

愉
愉
如
也

。

視

外
猶
視

中
、

一

家
猶
一

人
。

夫

如
是

、

其

所

　
　

感

応
召
致
、

其

亦

可
知

矣
。

『

易
』

日
、

「

信
及

豚

魚
」

、

非

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
や

し

な

　
　

此

類

也

夫
。

（

夫

れ

猫
は
、

人
に

畜

は

る

る

も

の

な

り
。

　
　

仁

義
を
性
と

す

る
者
に

非
ざ

る
な

り
。

其

れ

畜
ふ

所
の

者
に

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
そ
し

な

　
　

感

ず
る

か
。

北

平
王

は

人

を

牧

ひ

て

以

て

康
く

し
、

罪

を

　
　

伐
ち

て

以
て

平

ら
げ

、

陰
陽

を
理

め

て

以

て

其
の

宜
し

き
を

　
　

得
。

国
事
既
に

畢
り

て
、

家
道
乃

ち

行
は

る
。

父
、

父

た

り
。

　
　

子
、

子
た

り
。

兄
、

兄

た

り
。

弟
、

弟
た

り
。

雍

雍
如
た

り
、

　
　

愉

愉
如
た

り
。

外
を

視
る
こ

と
猶
ほ

中
を

視
る

ご

と

く
、

【

　
　

家
猶

ほ
一

人
の

ご

と
し

。

夫

れ
是
の

如
く

ん

ぱ
、

其
の

感
応

　
　

召

致
す
る

所
、

其
れ
亦
知
る
べ

し
。

『

易
』

に

曰

く
、

「

信
、

　
　

豚
魚

に
及
ぶ
」

と
。

此
の

類
に

非

ず
や

。

）

こ

こ

で

は

馬
燧
の

人

徳
を
称

え
る

描
写
に

、

経
書
に

見
ら
れ

る

言

葉
が

多
用

さ
れ
て

い

る
点
が

注
目

さ
れ
る

。

具

体
的
に

は

次
の

通

り
で

あ
る

。

　
　

○

国
事
（

『

礼
記
』

喪
服
大

記
「

君
言
王

事
、

不

言

国
事
」

）

　
　

○

家
道

（

『

周

易
』

家
人

彖
伝

「

父
父

、

子

子
、

兄

兄
、

弟

　
　

弟
、

夫

夫
、

婦
婦
、

而

家
道
正
」

）

○

父

父

子
子

、

兄

兄
弟

　
　

弟
（

同

上
）

○

雍
雍
（

『

毛

詩
』

周

頌
「

灘
」

鄭
玄
箋
「

壟

　
　

離
、

和
也
」

、

『

礼
記
』

少

儀
「

鸞
和

之

美
、

粛

粛
雍

雍
」

）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　

0
愉
愉
如
也

（

『

論
語
』

郷

党
「

私
覿
愉
愉
如
也
」

）

　
つ

ま

り

こ

の

作
品
は
、

『

荘

子
』

徳

充

符
と

『

周

易
』

中

孚

彖
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伝
を

骨
格

と
し

て
、

経
書
に

見

ら
れ

る

言

葉
を
ち
り

ば
め

て

構

成

さ

れ

て

い

る
の

で

あ
る

。

『

荘

子
』

の

典

故
を

見
逃

す
と

、

こ

の

作
品
の

骨
格
を

見
落
と

す
こ

と

に

な
っ

て

し

ま

う
。

　

「

答

崔
立

之

書
」

は
、

前

項
で

取

り

上

げ
た

「

猶
将

耕
於
寛

閑

之

野
、

釣

於
寂

寞
之

浜
」

を

受
け
て

、

次
の

言

葉
で

書

簡
を
締
め

く
く

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

　

　

微

足

下
、

無

以
発

吾
之

狂

言
。

（

足

下

微
か

り

せ

ば
、

以
て

　

　

吾
の

狂

言
を
発

す
る

こ

と

無
か

ら

ん
。

）

君
だ

か

ら

こ

そ

こ

ん

な

馬
鹿
げ

た

こ

と

が

言
え
る

の

だ
、

と

述
べ

る

こ

の
」

文
は
、

次
の

二

つ

の

典
故
を

ふ

ま

え

て

い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

　
＊

微

管
仲

、

吾

其
被
髮
左

衽
矣

。

（

管
仲
微
か

り

せ

ば
、

吾

其

　

　

れ

髮
を

被
り

衽
を
左

に

せ

ん
。

）

（

『

論
語
』

憲
問
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ひ

ら

　
＊

夫
子

無

所
発

予
之

狂

言
而

死

矣

夫
。

（

夫

子

　
予

を

発
く

所

　

　
の

狂
言
無

く
し

て

死

せ

る

か

な
。

）

（

『

荘
子
』

知

北
遊
）

当

時
の

知

識
人
が

「

微
足
下
」

と

い

う

言
葉
を

目
に

す
れ
ば

、

当

然

『

論
語
』

を
思
い

浮
か
べ

、

聖

人
・

儒
家
と
い

っ

た

方
向

に

連

想
が

働
い

た

は

ず
で

あ

る
。

そ

れ

に

対
し

て

聖

人
・

儒
家
と

は

い

わ

ば
正

反

対
の

『

荘
子
』

が

組
み

合
わ
さ

れ
る

こ

と
で

、

当
時
の

人

は

大

き
な

ギ

ャ

ッ

プ

を

感
じ

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

韓
愈

の

初

期
文

章
作
品

に

お

い

て
、

こ

の

よ

う
な
面

白
み

を

出
す
の

に

『

荘
子
』

は

大
き

な

役
割
を

果
た

し

て

い

る

よ

う
で

あ

る
。

こ

の

二

つ

の

典

故
と

、

そ
こ

か

ら

生
じ

る
面

白
さ

を

読

み

取

ら

な
い

と
、

こ

の
一

文
の

真

意
を

酌
み

取
っ

た

こ

と
に

は

な
ら

な
い

だ

ろ

う
。

　

「

画
記
」

は
、

韓

愈
が

非
常
に

気
に

入
っ

て

い

た

絵
画
を

他
人

に

譲
る

に

当
た
っ

て

書
か

れ

た
も
の

で
、

は

じ

め

に

そ
の

絵
に

描

か

れ
て

い

る

内

容
を

列

挙
す
る

よ

う
な

形
で

書

き
つ

づ

り
、

最
後

に

絵
を

入

手

し

た
時
の

様
子
と
、

手

放
す
こ

と
に

な
っ

た

経
緯
を

述
べ

た

作
品

で

あ
る

。

そ
の

修

辞
上
の

特

徴
に
つ

い

て

は

拙
論
で

　

　

　

述
べ

た
。

そ

こ

で

は

作
品

中
に

経
書
に

見
ら

れ
る

言

葉
が

数
多
く

見
ら

れ
る

こ

と
、

『

荘
子
』

斉
物

論
の

リ

ズ

ム

を
ふ

ま

え
た
｝

段

が

あ

る

こ

と
、

『

荘

子
』

馬

蹄
の

言
葉
を

引
用

す
る

際
に

、

原
文

の

語

順
を
逆

転
さ
せ

て

読
み
の

可
能

性
を
広

げ
て

い

る
こ

と

等
を

指
摘
し

た
。

　

「

上

宰

相
書
」

に

「

枯
槁
・

沈
溺

魁
閖
・

寛

通
之
士
」

と
い

う

表
現
が

見
え
、

「

枯

槁
」

「

沈

溺
」

が

『

荘
子
』

を

典
拠

と

し

て

い

る

こ

と

は
、

本

稿
二

の

（

1
）

「

典

拠
の

あ

る

言

葉
と

日

常
的

な

言

葉
の

組

み

合
わ
せ
」

に

お
い

て

す
で

に

述
べ

た
。

　

「

応
科
目

時
与

人
書
」

は
、

韓
愈
が

博
学
宏

詞
科

を
受

験
す
る

に

あ

た

り
、

有
力

者
（

誰
か

は

不

明）

の

助
力

を

得
る
た

め

に

書

か

れ

た

書
簡
で

あ
る

。

そ
の

書

き
出
し

は

次
の

通
り

。

　

　

月

日
、

愈
再

拝
。

天

池
之

浜
、

大

江
之

濆、

日

有
怪

物
焉

。

　

　

蓋

非
常

鱗
凡

介
之
品

彙

匹
儔
也

。

其
得
水
、

変

化
風

雨
、

上

　

　

下
于

天

不
難

也
。

（

月
日

、

愈
、

再

拝
。

天

池
の

浜
、

大

江

　

　

　
み

ぎ
は

　

　
の

濆

に
、

日

ふ

怪
物
有
り

と
。

蓋

し

常

鱗
凡

介
の

品

彙
匹

　

　

儔
に

非
ざ

る

な

り
。

其
の

水
を

得
る

や
、

風
雨

を
変

化
し

、

　

　

天

に

上

下
す
る
こ

と

難
か

ら

ざ
る

な
り

。

）

自
分
を

「

怪

物
」

に

例
え
て

そ
の

能

力
を
ア

ピ

ー

ル

す
る

。

こ

の

く

だ
り

は

『

荘
子
』

に

基
づ

く
こ

と
が

指
摘
さ

れ
て

い

る
。

　

 
北

冥

有
魚

、

其

名
為

鯤
。

鯤
之

大
、

不
知

其
幾

千
里
也

。

化

　

　

而

為
鳥

、

其

名
為
鵬

。

鵬
之

背
、

不
知

其

幾
千
里

也
。

怒
而
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飛

、

其

翼
若
垂

天

之

雲
。

是

鳥
也
、

海
運

則
将

徙
於

南
冥
。

　

　
南
冥

者
、

天

池

也
。

（

北

冥

に

魚

有
り

、

其
の

名
を

鯤

と

為

　

　
す

。

鯤
の

大

な

る
、

其
の

幾

千
里

な
る

を

知
ら

ざ
る

な

り
。

　

　
化
し

て

鳥
と

為

ら
ば
、

其
の

名
を
鵬

と

為
す

。

鵬
の

背
、

其

　

　
の

幾
千

里
な

る

を
知

ら

ざ
る

な
り

。

怒
し

て

飛
べ

ば
、

其
の

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
め

ぐ

　

　
翼

　
垂

天
の

雲
の

若
し

。

是
の

鳥

や
、

海
運

れ

ば
則

ち

将

に

　

　
南
冥
に

徙
ら

ん

と

す
。

南
冥

は
、

天

池
な

り
。

）

（
『

荘

子
』

　

　
逍
遥
遊
）

続
い

て

冒

頭
の

「

水

を

得
る

」

と
い

う

表
現

を

受
け
て
、

「

怪

物
」

が

あ

と

わ

ず
か

の

所
で

水
に

到
達
で

き
な

い

た

め

に
、

そ

の

能
力

を
発

揮
で

き
な
い

こ

と

を

述
べ

る
。

　

　
其
不

及

水
、

蓋

尋

常
尺

寸

之

間
耳

。

無

高
山

大

陵

曠
途
絶

険

　

　
為
之

関

隔
也

。

然
其
窮

涸
不

能
自

致
乎

水
、

為
擯

獺
之
笑

者
、

　

　
蓋

十
八

九

矣
。

（

其
の

水

に

及
ぼ

ざ

る

や
、

蓋
し

尋
常

尺

寸

　

　
の

間
の

み
。

高

山
大

陵
、

曠

途
絶

険
の

之

が
関

隔
を

為
す

無

　

　
き
な

り
。

然
れ

ど

も
其
の

窮

涸
し

自
ら

水
に

致

す
こ

と

能

わ

　

　
ず

、

殯

獺
の

笑
ひ

と

為
る

者、

蓋

し

十
に

八

九

な

り
。

）

こ

れ

は

自
分
が

博
学
宏

詞
科
に

合

格
す
る

ま
で

あ
と
一

歩

の

所
ま

で

き
て

い

る

こ

と

を

例
え
て

い

る
。

こ

の

く
だ

り

は

『

荘

子
』

の

「

轍
鮒
の

急
」

の

故

事
が

典

故
と

し

て

指

摘
さ

れ
て

い

る
。

　

個
車

轍

中

有

鮒

魚

焉
。

…

…

対

日
、

「

我
、

東
海

之

波
臣

也
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
う

ち

　

　
君
豈

有
斗

升
之

水
而

活
我

哉
。

」

（

車
轍
の

中
に

鮒
魚

有
り

。

　

　
：

：
：

〔

鮒
魚
〕

対
へ

て

曰

く
、

「

我
は

東
海
の

波
臣
な

り
。

　

　
　
あ
に

　

　
君

豈
斗

升
の

水

有

り

て

我
を

活

か

す
か
」

と
。

）

（
『

荘

子
』

　

　
外

物
）

続
い

て
、

哀
れ

み

を

乞
い

た

い

気
持
ち
と

プ

ラ

イ
ド

が

許
さ
な
い

気

持
ち
が

「

怪

物
」

の

中
で

交

錯
し

て

い

る

様
子
を
、

次
の

よ

う

に

述
べ

る
。

　

　
然

是
者
也
、

負
其

異
於
衆
也

。

且

日
、

爛
死

於

沙

泥、

吾

寧

　

　
楽
之

。

若

俛

首

帖

耳

揺
尾
而

乞

憐

者
、

非

我
之

志

也
。

（

然

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

た

の

　

　
れ

ど

も

是
の

物
や
、

其
の

衆
に

異
な
る

こ

と

を

負
み
、

且
つ

　

　
曰

く、

沙
泥

に

爛
死

す
と

も
、

吾
寧
ろ

之
を

楽
し

ま

ん
。

首

　

　
　

　

　
　

　
た

　

　
を

俛
し

耳
を

帖
れ
、

尾

を

揺
が

し

て

憐
れ
み

を
乞
ふ

が

若
き

　

　

者
は

、

我
の

志

に

非
ざ
る

な

り、

と
。

）

こ

こ

で

も

『

荘
子
』

に

基
づ

く

表
現
が

用
い

ら

れ
て

い

る
。

　

 

荘

子

持
竿
不

顧
日

、

「

−

…・

此

亀

者
、

寧

其
死

為

留

骨
而

　

　

貴
乎

。

寧
其

生

而

曳

尾

於

塗

中

乎
。

」

…

…

荘
子

日
、

「

往

　

　

矣
。

吾

将

曳
尾

於

塗
中

。

」

（

荘

子

竿
を

持
し

て

顧
ず
し

　

　

て

曰

く
、

「

…

…

此
の

亀
は

、

寧
ろ

其
の

死

し

て

骨
を

留
め

　

　
て

貴
き

を

為
さ
ん

か
。

寧
ろ

其
の

生

き
て

尾
を

塗
中
に

曳
か

　

　
ん

か
」

と
。

…

…

荘

子
曰

く
、

「

往
け

。

吾

将
に

尾

を

塗

中

　

　
に

曳
か

ん

と

す
」

と
。

）

（

『

荘
子
』

秋
水
）

こ

の

作
品
は
、

そ

の

要

所
に

『

荘

子
』

に

基
づ

く
言

葉
が

配
さ

れ

て

全

体
が

構

成
さ

れ
て

い

る
。

「

争

臣

論
」

「

上

宰

相
書
」

が

経

書
の

言
葉
を

敷

衍
さ
せ

る

構
成
に

な
っ

て

い

る

こ

と

は

前

項
で

述

べ

た
。

「

応

科
目
時

与

人

書
」

は

そ

れ

ぞ
れ

異
な

る
エ

ピ

ソ

ー

ド

を
引
用

し

て

お

り
、

さ

ら
に

工

夫
が

凝
ら

さ
れ

て

い

る

と

言
え

る

だ

ろ

う
。

韓
愈
の

初
期
文

章
作
品

に

お

け
る

創
作
上
の

工

夫
に
つ

い

て

考
え

る

と

き
、

『

荘

子
』

が

経
書

と
ほ

ぼ

同

等
の

重
み

を

持
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っ

て

い

た

と

言
え

る
。

『

荘
子
』

に

注

目

す
る

こ

と

で
、

文
章
に

対

す
る

読
み

が

深
ま
る

の

で

あ

る
。

四
、

韓
愈
文

学
の

原
点

韓

愈
の

　

（

1
）

対
象
を

描
き
尽

く
そ

う
と

す
る

姿
勢

　

「

画
記
」

は

は

じ

め

に

絵

に

描
か

れ
た

人
物
の

様
子

を
列

挙
し

て
、

「

而

莫

有
同

者
焉
」

（

而
し

て

同

じ

き

者

有

る

こ

と

莫
し
）

と

述
べ

、

続
い

て

馬
の

様
子

を
列

挙
し

た

後
に
、

再
び

「

而

莫
有

同
者

焉
」

と

述
べ

る
。

さ
ら

に

続
い

て

馬

以
外
の

動

物
や
器

物
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
つ

ぶ

さ

列

挙
し

て
、

「

皆
曲

極

其

妙
」

（

皆

曲

に

其
の

妙
を

極
む
）

と

結

ぶ
。

こ

こ

に

は

手

放
す
こ

と

に

な
っ

た

絵
に

描
か

れ
て

い

る

事
柄

を

残
さ

ず

書
き

留
め

て

や
ろ

う
、

と
い

う

強
い

意
欲
が

う
か

が

え

る
。

　

こ

の

よ

う
な

姿

勢
は

韓

愈
の

後

の

作
品

に

も

受
け

継
が

れ

て

お

　

　

　

　

　

　

り
、

「

南
山
詩
」

で

は

終
南
山
の

頂
上

か

ら
の

眺
め

を
描

く
の

に
、

「

或

…

若
…

…
」

（

或
い

は

…

…

若
し

）

と

い

う
形

が
、

途
中
少

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

し

形
を

変
え

な
が

ら
六

十
句
に

わ
た
っ

て

繰
り

返

さ

れ

る
。

対
象

を

描

き
尽

く
そ

う
と

す
る

姿
勢
を

韓
愈
が

早
い

時

期
か

ら

持
っ

て

い

た

こ

と

が
、

「

画

記
」

と
い

う

作
品

に

よ

っ

て

確
認
で

き
る

。

　

（

2
）

『

荘
子
』

の

受
容

　

韓
愈
が

早

い

段

階
か

ら

『

荘
子
』

の

文

章
表

現
や
着

想
を

積
極

的
に

取
り

入

れ
て

い

た

こ

と
は

す
で

に

論
じ

た

通
り

で

あ

る
。

韓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

愈

自
身
が

『

荘

子
』

に

言

及
し

た
「

送

孟

東
野

序
」

「

進

学
解
」

は

そ

れ
ぞ

れ

貞

元
一

七

年
（

八

〇
一
）

、

元

和
八

年
（

八

＝
二
）

の

作
で

あ

り
、

韓

愈
が

後
年
に

至

る

ま

で
一

貫

し

て

『

荘

子
』

を

高
く
評

価
し

て

い

た
こ

と

が

わ
か

る
。

　

（

3V

墓

誌

銘
の

原
点

　

「

猫

相
乳
」

の

修

辞

面
に

お

け
る

特
徴
は

す
で

に

詳
し

く

検

討

し

た
。

こ

の

作
品

は
エ

ピ

ソ

ー

ド
か

ら

説

き
起
こ

し

て

相
手
の

人

格
を

称
え

る

と

い

う
構

成
に

な
っ

て

お

り
、

こ

の

構
成
は

後
の

墓

誌

銘
に

受
け

継
が

れ

て

い

る
。

韓
愈
が

墓

誌
銘
に

こ

の

よ

う
な
手

法
を

用
い

て

い

る

こ

と

は

吉
川

幸

次
郎
氏

以
来

指
摘
さ

れ
て

い

る

艦
そ

の

原
型

が

す
で

に

こ

こ

に

見
ら

れ

る
。

同

様
の

構
成
は
「

河

中

府
連
理

木
頌
」

に

も

見
ら

れ
、

韓

愈
が

早
い

時

期
か

ら

こ

の

よ

う
な

手

法

を

得

意
と

し

て

い

た

こ

と

が

確

認
で

き
る

。

次
に

冒

頭

部

分
を
引

用

す
る

。

　

　

司
空

咸

寧
王

尹

蒲
之

七

年
、

木
連

理

生

于

河
之

東
邑

。

野
夫

　

　

来
告
、

且

日
、

「

吾

不

知

古
、

殆

気

之

交

暢
也

。

」

維

吾
王

　

　

之

徳、

交

暢

者
有
五

、

是

其
応

乎
。

（

司

空
咸

寧
王

、

蒲
に

　

　

尹

た

る

の

七

年
、

木

　
理

を

連
ね
て

河
の

東
邑

に

生

ず
。

野

　

　

夫
来

り

て

告

げ
、

且
つ

曰

く
、

「

吾

古
を

知

ら

ず
、

殆
ど

気

　

　
の

交

暢
す
る

な
ら
ん
」

と
。

維
れ

吾
が

王

の

徳
は

、

交

暢
す

　

　

る

者
五

有
り

。

是

れ
其
の

応
か

。

）

「

連
理

木
」

と

は

二

本
の

木
の

木

目
が

合
わ

さ
っ

た

も
の

で
、

土

地
の

支

配

者
が

善
政

を

行

う

と

そ

の

領
地

に

生

え

る

と
い

わ

れ

る
。

黄
河
の

東
の

村
に

連
理

木
が

生

え
た

と

い

う
エ

ピ

ソ

ー

ド
か

ら

説

き
起

こ

し

て
、

咸

寧
王

・

渾
・

の

人
徳

を

称
え

る

構

成
に

な
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っ

て

い

る
。

　

（

4
）

文

学
論
の

萌
芽

　

「

上

賈
滑

州

書
」

は

当

時
の

義

成
軍

節
度

使
・

質

耽
に

引
き
立

て

を

求
め

た

書
簡
で

あ
り

、

次
の

書

き
出
し

で

始
ま

る
。

　

　

愈

儒
服

者
、

不

敢
用

他
術

干
進

。

又

惟

古
執
贄
之

礼
、

窃

整

　

　

頓
旧

所

著
文
一

十
五

章

以

為
贄
、

而

喩

所
以

然
之

意
於

此
日
、

　

　
豊

山

上

有
鐘

焉
、

人

所
不

可
至
、

霜
既

降、

則

鏗

然

鳴
。

蓋

　

　

気
之

感
、

非

自

鳴

也
。

（

愈
は

儒
服
の

者

に

し

て
、

敢
へ

て

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　メロ
と

　

　

他
の

術
を

用
て

進
む

こ

と

を

干
め

ず
。

又

古
の

贄
を

執
る
の

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
も

と

　

　

礼
を

惟
ひ

、

窃
か

に

旧

著

す
所
の

文
一

十
五

章
を

整

頓
し

て

　

　

以
て

贄
と

為
し

て
、

然
る

所

以
の

意
を
此
に

喩
へ

て

日

く
、

　

　
豊

山
の

上
に

鐘

有
り

。

人
の

至

る
べ

か

ら
ざ

る

所
な

り
。

霜

　

　

既
に

降
れ

ば
、

則
ち

鏗

然
と

し

て

鳴
る

。

蓋

し

気
の

感
ず

る

　

　
に

し

て
、

自

ら

鳴
る

に

非

ざ
る

な
り

。

）

自

分
は

儒

者
で

あ

り

ま

す
か

ら
、

他
の

方

法
は

用
い

ず
、

古

礼
に

則
っ

た

方
法

で

ご

挨
拶
申
し

上

げ
ま

す
、

と

前

置
き
し

た

上

で
、

こ

の

よ

う
に

す
る

理

由

を

豊
山
の

鐘

に

例
え

て

い

る
。

「

豊

山

の

鐘
」

は

『

山

海

経
』

に

見
え

る
。

　

淘
又

東
南
三

百

里
、

日

豊

山
。

…

…

有
九

鐘
焉

。

是
知

霜

鳴
。

　

　
（

又

東

南
三

百

里
、

豊

山
と
日

ふ
。

…

…

九

鐘

有
り

。

是

れ

　

　
霜
を

知
り

て

鳴
る

。

）

（

『

山
海

経
』

中

山
経
）

続
い

て

賈
耽
の

人

徳
を

称
え
、

さ

ら
に

次
の

よ

う
に

続
け
る

。

　

　
是

宜

小

子

刻
心

悚
慕

、

又

焉

得
不

感
而

鳴
哉

。

（

是

れ

宜
し

　

　
く

小

子

　
心

に

刻
み

て

悚

慕

す
べ

し
。

又

焉
ぞ

感
じ

て

鳴
ら

　

　
ざ

る
を

得
ん

や
。

）

は

じ

め

に

豊
山
の

鐘
が

霜
の

気
に

「

感
じ

て

鳴
る

」

と

い

う
典

故

を

引
い

て
、

韓
愈
自
身
が

賈
耽
の

人

徳
や

業

績
に
「

感
じ

て

鳴

る
」

と

述
べ

て

い

る
と

こ

ろ

に

表

現
上

の

工

夫
が

見
ら

れ
る

。

人
間
の

感
情
を

「

鳴
る

」

と

表

現

す
る

発

想
は

、

「

不

平
の

文

学

論
」

と

し

て

有
名
な

「

送
孟

東
野
序
」

に

お
い

て

次

の

よ

う
に

受
け

継
が

れ

て

い

る
。

　

　
大

凡
物

不

得
其

平
則
鳴

。

草

木
之

無
声

、

風

擁
之

鳴
。

…

…

　

　

其
於

人
也
亦

然
。

…

…

秦
之

興、

李

斯
鳴
之

。

漢
之

時
、

司

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

お

ほ

よ

　

　

馬
遷
・

相
如
・

揚
雄、

最

其

善
鳴
者

也
。

（

大
凡

そ

物

其
の

　

　

平
を

得
ざ
れ
ば

則
ち

鳴
る

。

草
木
の

声
無
き

も
、

風
之
を

橈

　

　
め

ば

鳴
る

。

…

…

其
の

人

に

於
け

る

や

亦
然
り

。

…

…

秦
の

　

　

興
る

や
、

李
斯
之
に

鳴
る

。

漢
の

時
、

司

馬

遷
・

相
如
・

揚

　

　

雄
は

、

最
も

其
の

善
く

鳴
る

者
な
り

。

）

は

じ

め

に

物
が

外
部
か

ら

刺
激

を

受
け

て

「

鳴
り

」

、

次
に

人

間

が

文

学
で

「

鳴
る

」

と

い

う
発

想
は

「

上

賈
滑
州

書
」

と

同

じ

で

あ

る
。

「

不

平
の

文

学
論
」

の

発
想
の

原
点

を
こ

こ

に

見
い

だ

す

こ

と

が

で

き
る

。

　
こ

の

時

期
の

作
品

の

中
で

、

後

の

文

学
論
の

元

に

な
っ

て

い

る

発

想
が

他
に

も
見
ら

れ

る
。

　

「

上

宰
相

書
」

で

は

君
子

が

人

材
を

取
り

立

て

る

際
の

心

構
え

を

次
の

よ

う
に

述
べ

る
。

　

　
言

君
子
之

於

人

才
、

無

所
不

取
、

若
舟
之

於

物、

浮

沈

皆
載

　

　
之

云

爾
。

（

言
ふ

こ

こ

ろ

は

君

子

の

人

材
に

於

け
る

や
、

取

　

　
ら

ざ
る

所
無

き

こ

と
、

舟
の

物
に

於

け

る

や
、

浮
沈

皆
之

を
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載
す
る

が

若
し

と
爾

云

ふ
。

）

こ

こ

で

は

次
の

典

故
を
ふ

ま
え

て

い

る
。

　

回

舟
者

、

沈
物

亦
載
、

浮

物

亦

載。

喩

人

君
用
士
、

文

亦
用
、

　

　
武
亦

用
、

於

人

之

材
、

無

所

廃
。

（

舟

は
、

沈

む

物
も

亦

載

　

　
せ

、

浮

ぶ

物

も
亦

載

す
。

人

君

　
士

を

用
ふ

る

に
、

文

も
亦

　

　
用
ひ
、

武
も

亦
用

ひ

て
、

人
の

材
に

於

け
る
、

廃

す
る

所
無

　

　
き
に

喩

ふ
。

）

（

『

毛
詩
』

小

雅
「

菁
菁
者
莪
」

鄭
玄

箋
）

こ

の

発
想

は
、

後
に

文

学
論
と

し

て

次
の

よ

う
に

展
開

さ

れ

て

い

る
。

　

　
気
、

水
也

。

言
、

浮
物
也

。

水
大

而

物
之

浮

者
、

大
小

畢
浮

。

　

　
気
之

与

言
猶
是
也

。

気

盛
、

則
言

之

短

長
与

声
之

高

下
者

皆

　

　
宜
。

（

気
は
、

水

な

り
。

言

は
、

浮
ぶ

物
な
り

。

水

大
に

し

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
ニ

と

ご

と

　

　
て

物

の

浮

ぶ

者
、

大
小

畢

く
浮

ぶ
。

気
と

言
と

猶
ほ

是
の

　

　
ご

と

き
な

り
。

気

盛
ん

な
ら

ば
、

則
ち

言
の

短

長
と

声
の

高

　

　

　
　

　

　

　
　
よ
ろ

　

　
下

す
る

者
と

皆
宜
し

。

）

（
「

答
李

翊
書
」

、

貞
元
一

七

年

作
）

　

「

贈
張
童

子
序
」

で

は
、

張

童
子
へ

の

戒
め

の

言
葉
と

し

て

次

の

よ

う

に

述
べ

る
。

　

　
雖

然
、

愈
将

進

童

子
於

道
、

使
人
謂

童

子
。

求
益

者、

非
欲

　

　
速

成

者
。

（

然
り

と

雖

も
、

愈、

将
に

童
子

を

道
に

進

め

ん

　

　
と

し

て
、

人

を

し

て

童

子
に

謂
は

し

む
。

益

を
求
む

る

者
は

、

　

　
速

や
か

に

成
る

を

欲

す
る

者
に

非
ず

、

と
。

）

こ

こ

で

は

『

論
語
』

が

典

故
と
し

て

指

摘
さ

れ

て

い

る
。

　

囚
子

日
、

吾

見
其

居
於

位
也

。

見
其
与

先
生
並

行
也

。

非

求
益

　

　

者
也

。

欲
速
成
者
也

。

（

子

曰

く
、

吾
、

其
の

位
に

居
る

を

　

　

見
た

る

な
り

。

其
の

先
生

と

並
び

行
く
を

見
た
る

な
り

。

益

　
　

を

求
む

る

者
に

非
ざ
る

な
り

。

速
や
か

に

成
ら
ん

こ

と

を
欲

　
　

す
る

者
な

り
。

）

（

『

論
語
』

憲
問
）

こ

の

発

想
も
後
の

文

学
論
に

取
り

入
れ

ら

れ

て

い

る
。

　
　

将
薪
至

於

古
之

立

言

者、

則
無

望
其

速
成
、

無

誘
於
勢

利
。

　
　

　
よ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

も
レし

　
　

（

将
た

古
の

言

を

立
つ

る

者
に

至

ら

ん

こ

と

を

薪
め

ば
、

則

　
　

ち

其
の

速
や
か

に

成
ら

ん

こ

と

を
望

む

無
か

れ
、

勢
利

に

誘

　
　

は

る

る

こ

と

無
か

れ
。

）

（

「

答

李
翊

書
」

）

　
以

上

見

て

き
た

よ

う
に
、

後
の

韓
愈
文

学
を

特

徴
づ

け

る

多
く

の

要

素
が

初
期
の

文

章

作
品

中
に

確
認

で

き
る

。

こ

れ
は

韓
愈
が

早
い

段

階
か

ら

意
識
的
か

つ

意
欲

的
に

古
文

の

研

鑽
を

積
ん

で
い

た

こ

と

を
、

作
品
の

面
か

ら

裏
付
け

る
こ

と
に

な

る

だ

ろ

う
。

お

わ

り

に

　

本
稿
で

は
、

韓
愈
の

初

期
文
章

作
品

を
対

象
と

し

て
、

典
故

表

現
に

注

目

し

な

が

ら

詳

し

く

検

討
を
加

え
た

。

そ

の

結

果
、

従

来

指

摘
さ
れ

て

い

な
い

典
故
を

新
た

に

指

摘

す
る

と

と

も

に
、

韓

愈

が

典

故
を

持
つ

言
葉
を

作
品

中
で

巧

み

に

利
用
し

て

お

り
、

な
か

で

も

『

荘
子
』

の

繰
り

返

し

表

現
や
、

寓

話
を

取

り

入

れ

た

文

章

構

成
が
、

そ
の

表
現

や

着

想
に

お

い

て

重

要
な

位
置
を

占
め

て

い

る

こ

と

が

わ
か
っ

た
。

ま
た

後
の

墓
誌

銘
の

構

成
や
「

不
平

の

文

学

論
」

な
ど
、

韓
愈
文

学
の

原

点

と

も

い

う
べ

き

特

徴
を

見
い

だ

す
こ

と

が

で

き

た
。

こ

れ

ら

の

作
品

は
、

韓
愈
の

表
現

者
と

し

て

の

強
い

意
欲
が

十
分
に

感
じ

ら
れ

る

も

の

で

あ
る

。

　

今

後
は

、

今
回

指

摘
し

た

特

徴
が
、

古
文

の

成
熟
と

と

も
に

ど
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の

よ

う

に

発
展
・

変

化
し

て

い

く

の

か

を

見
極
め

て

い

く
必
要
が

あ
り

、

そ

の

た

め

に

は

作
品
へ

の

深
い

理

解
が

欠
か

せ

な
い

こ

と

は

言
を

待
た

な
い

。

作
品

に

込

め

ら
れ

た

工

夫

を
読
み

取
り

、

韓

愈
の

真

意
に

近
づ

く

た

め

に

も
、

典
故
表

現
に
つ

い

て

さ

ら
に

精

査
し

て

い

く

必

要
が

あ

る
。

（

注
）

 

本

稿
で

は
、

韓
愈
の

作
品
に

注
を
施
し

た

書
物

を

広

く

注

釈

書
と

見

　

な

し

た
、

参
照
し
た

注

釈

書
は

次
の

通

り
。

　

【

韓

愈
の

作
品

の

み
を

扱
っ

た

も
の
】

　

細
『

薪
刊

経
進
詳

補
注

昌

黎
先
生

文
集
』

文
讌
注

、

王

儔
補
注

　
上

海

　

　

古
籍
出
版
社

　
一

九
九

四

　

鋤
『

音
註

韓
文
公

文

集
』

（
筆
者
が

用
い

た

影
印
本

は

無
刊

記
だ
が

、

『

韓

　

　

愈
全

集
校
注
』

附
録
三

「

参
校
諸
本

并

引

拠

要

籍
叙

録
」

の

「
宋
刊

　

　

祝
充

『

音
注
』

本
」

に

引
く
文

録

堂
一

九

三

四

年
影

印

本
と

版
式
・

　

　

印
記
等
が
一

致

す
る

の

で
、

同

＝
ア

キ

ス

ト

と

判
断
し

た
。

）

　

O
『

新
刊
五

百

家
注

音

辨
昌
黎

先
生

文

集
』

魏
仲
挙
輯
注
　
上

海
商
務

　

　

印
書
館
函
芬
楼

依
宋

本
影
印

　

m
『

韓
集
挙
正
』

方
菘
卿
撰
　
汲

古
書
院
　
二

〇

〇
二

　

E
『

昌

黎
先
生

集
考
異
』

朱
熹

撰

　
上

海
古
籍
出

版
社

　
一

九

八
五

　

F
『

昌

黎
先
生

集
』

廖
瑩
中
輯

注

　
新
興
書
局
　
民

国
五

九

　

G

『

唐
韓
昌
黎

集
』

蒋
之

翹
輯
注
　
和

刻
本
漢
詩
集
成

七
・

八

　

汲

古

　

　

書
院
　
一

九

七

五

　

m
儲

欣
『

韓
昌
黎
文

評
点
注
釈
』

（
羅
聯
添

編
『

韓
愈
古
文

校

注

彙
輯
』

　
　

国
立

編
訳

館
　
民

国
九

二

所
収）

　

ω
童

第
徳
『

韓
集
校
詮
』

　

中
華
書
局

　
一

九

八
六

　

ω
馬

其

昶
校

注
・

馬

茂

元

整
理

『

韓
昌

黎

文

集
校
注
』

　

上

海
古
籍
出

　
　

版
社

　
一

九
八

六

　

圃

清
水
茂

『

韓
愈

1
・

H
』

　

筑
摩

書
房

　
　

九

八
六
・

八
ヒ

　
L
孫
昌
武

選
注

『

韓
愈
選

集
』

　

上

海
古
籍
出

版
社
　
一

九

九
六

　
M
屈

守

元
・

常
思

春

主

編

『

韓

愈
全

集
校

注
』

　

四

川
大
学

出

版
社

　
　
一

九
九

六

　

 

羅

聯
添

編

『

韓
愈
古
文

校
注

彙
輯
』

　

国
立

編
訳
館

　
民
国
九

二

　

 

閻

碕
『

韓

昌
黎
文

集
注
釈
』

　

三

秦
出

版
社

　
二

〇

〇
四

　

【

韓
愈
の

作
品

を

含
む

も
の
】

　

則

『

文

章

軌
範
補
注
』

海

保

漁

村
補
注

　
漢

文

大
系

十

八

　
冨
山

房

　
　
一

九
一

四

　

ω

清
水
茂
『

唐
宋
八

家
文

上
』

　

朝
日

新
聞

社
　
一

九

六

六

　

R
『

唐
宋
八

家
文

上
』

沈
徳
潜
撰

漢
文

大
系
三

　
冨

山
房

　一

九
一

〇

　

釣

星

川

清
孝
『

唐
宋
八

家
文
読
本
　一
』

　

新
釈

漢
文
大

系

　
一

九
七

六

　

T
高
歩
瀛

『

唐
宋
文

挙

要
』

上

海
古
籍
出

版
社
　
一

九

六

三

　

ω

横
山

伊
勢
男
『

唐
宋
八

家
文

上
』

　

学
習
研
究

社
　
一

九

八

二

　
V
筧
文
生

『

唐
宋
八

家
文
』

　

角
川

書
店
　
一

九

八
九

　

糊

孫

望
・

郁
賢
皓

主

編
『

唐
文

選
』

　

江

蘇

古

籍
出

版
社

　
一

九

九

四

　
X
高
文
・

何
法
周
主

編
『

唐
代
文

選
』

　

人

民
文

学
出

版
社

　
一

九

九

七

　
Y
高

海
夫
主

編
『

唐
宋

八

大

家
文

鈔
校

注

集

評
』

　

三

秦
出

版
社

　
一

　
　

九

九
八

 

　
注

 
囲
参

照
。

 

本
文
の

引
用

は

『

韓
昌

黎
文

集
校

注
』

（
注

 
”
参

照
）

に

よ
っ

た
。
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特
に

博
学
宏

詞

科
の

答
案
（
「
省

試
顔

子
不

弐

過

論
」

と

「

省
試
学
生

　

代
斎
郎
議
」
）

が

韓
愈

に
と

っ

て

不

本
意

な
も
の

だ
っ

た
こ

と

は
、

韓
愈

　

自
身
が

「
答

崔
立

之

書
」

に

お
い

て
、

「
退
自
取

所
試

読
之、

乃
類
於

俳

　

優
者
之

辞
。

顔

忸
怩
而
心

不

寧
者

数
月

。

」

（
退

き

て

自
ら

試

み

ら
る

る

　

所
を
取
り

て

之

を

読
む
に
、

乃
ち

俳
優
の

者
の

辞
に

類
す

。

顔
忸
怩
と

　

し

て

心

寧
か

ら

ざ
る
こ

と

数
月
な

り
）

と

述
べ

て

い

る
こ

と

か

ら
わ

か

　

る
。

こ

れ

は

主

に

論

理
の

整
合
性
に

つ

い

て

述
べ

た

も
の

と

思

わ

れ

る

　

が
、

修
辞
面
で

も
あ

ま
り

効
果
的
な
工

夫
は

見
ら

れ

な
い

よ

う
で

あ

る
。

 

　
林
田

慎
之

助
氏
は

、

「
韓
愈
の

散

文
表

現

論」

（
『

中

国
中
世

文
学
評
論

　

史
』

　
創
文

社
一

九

七

九
）

で
、

時
期
や

作

品
は

特

定
さ

れ
て

い

な
い

　

が
、

「
新

し
い

表

現
の

工

夫
」

の

例
と

し
て
、

「
雅
語
の

な
か

に

俗
語
を

　

雑
え
」

と

指
摘

さ

れ
て

い

る
。

 

「
画

記
」

を

取

り
上

げ
て

工

夫
を

指

摘
し

た

論
文
に

、

高
橋
君

平
「
韓

　

文

二

則」

（
『

近
代
』

十
九

　
一

九

五

七
）

、

川

合
康
三

「

韓
愈
の

文

学
様

　

式

探
求
の

試
み

ー
「
画
記
」

分
析
1」
（
『

終
南
山
の

変
容

　
中
唐
文

学

　

論
文
集
』

研

文
出
版
　
｝

九
九

九
）

、

お

よ
び

拙
論
「

韓
愈
の

古
文

運
動

　

実
践
に

関
す
る
一

考
察
　

−
画
記

を
題

材
に

ー」
（
『

中
国
学
研

究
論

集
』

　

第
十
四

号

　
広

島
中
国
学

学
会

　
二

〇

〇
四
）

が

あ

る
。

 

「
面
記
」

に

つ

い

て

は
、

高
橋
君

平
前
掲
論
文
（

注
 
参
照）

に
、

「
句

　

の

字
数
を

或
は

増
し

或
は

減
じ
、

極
力

同
型

句、

対
句
を

斥
け

る
」

、

川

　

合
康
三

前
掲

論
文

（
注

 
参
照
）

に
、

「

文

章
に

は

し

ば
し

ば

リ
ズ

ム

の

　

転
換
が

あ

る」

な

ど
の

指

摘
が

あ
る。

 

「
韓
愈
の

文
」

（

『

吉
川

幸
次
郎
全
集
』

第

＝

巻

筑

摩

書
房

｝

　

九

六

人
）

。

 

林
田

慎
之

助

氏
は
、

「

韓
愈
に

お
け

る

発

憤
著
書
の

説
」

（
『

中
国
中
世

　

文
学
評

論

史
』

創

文

社
一

九
七

九
）

に

お
い

て
、

「

総
体
的
に

い

っ

て
、

　

韓
愈
の

文

章
は

典
故

を
つ

か

う

こ

と

は

少

な
い

が
、

典

故
を
つ

か

う
こ

　

と

が

あ
っ

て

も、

常
識

を
こ

え

た

典

拠

を

も

と
め

な

い

し
、

そ

れ
だ

け

　

に

わ

ざ

と
ら

し
い

工

夫
の

迹
が

な
い
」

と

指
摘
さ

れ
て

い

る
。

 

孫
昌
武
『

韓
愈
選

集
』

（
注
 
D
参

照
）

に
、

「

此

暗
用
…

…

周

姜
尚

　

釣
於
渭
浜
事

。

」

（
こ

れ
は

暗
に

呂
尚
が

渭
水
の

ほ

と

り

で

釣

り

を
し

た

　

故
事
を
指
す
）

と

あ

る
。

孫
氏

は

具

体
例

を
挙

げ
て

い

な
の

で
、

確
認

　

の

た

め
］

例
を

挙
げ

た
。

 

例

え
ば

孟

浩
然
「
題
張

野
人

園
廬」

（
『

全
唐
詩
』

＝
ハ

○）

に
、

「
耕

　

釣
方
自
逸、

壷
觴
趣
不
空

。

」

（
耕
釣
方

に

自
ら

逸
に

し

て
、

壷

觴

　
趣

　

空
し
か

ら

ず
）

と

あ
り
、

元
結
「

送
王

及
之

容
州
序
」

（
『

全
唐

文
』

三

　

八
一
）

に
、

「
乾
元

初、

漫

叟
浪
家
於

攘

渓
之

浜
、

以

耕
釣

自
全
而

已
。

」

　

（

乾
元
の

初
、

漫

叟
は

浪
し

て

攘
渓
の

浜
に

家
し
、

耕
釣

を

以
て

自
ら

　

全

く
す

る
の

み
）

と

あ
る
。

 

孫

昌

武
『

韓
愈
選

集
』

〔

注

 
D
参

照
）

で

「

耕
於

寛
閑
之

野」

の

句

　

を

皇
甫

謐

『

高
上

伝
』

の

「
（

許）

由

於
是

遁

而

耕
於

中
岳

潁

水
之

陽
、

　

箕
山
之

下
。

」

（
由
、

是
に

於
い

て

遁

れ

て

中
岳

潁

水
の

陽
、

箕
山
の

下

　

に

耕
す
）

に

基
づ

く

と

す
る

の

は
、

当
た
ら

な
い

と

思

う
。

 

「
争
臣
論
」

で

用
い

ら

れ
て

い

る

典
故
に

つ

い

て

は
、

『

文

章
軌
範
補

　

注
』

〔
注

 
m
参
照）

に

詳
く

指
摘
さ

れ
て

い

る。

 

「
荘

周
以
其

荒
唐
之

辞

鳴。
」

（
荘
周
は

其
の

荒
唐
の

辞
を

以
て

鳴
る

）

　

と

あ

る
。

 

「

下
逮
荘
・

騒。

…

…

先
生

之

於
文
、

可

謂
閖

其
中
而

肆
其

外
矣

。

」

　
　

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

お
ほ

　

（

下
は

荘
・

騒

に

逮
ぶ

。

…

…

先
生

の

文
に

於
け

る
、

其
の

中

を

閖
い

　

に

し
て

其
の

外
を
肆
に
す

と

謂
ふ
べ

し
）

と

あ

る
。
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清
水

潔
「

韓
愈
の

文

学
に

お

け

る

諧
謔

と
ユ

ー

モ

ア
」

（
『

懐
徳
』

三

　

二

　
一

九

六

こ

に
、

「

荘

子
の

寓
言
滑

稽
の

筆
致
は

韓
愈
の

大
い

に

学

　

ぶ

と

こ

ろ
で

あ
っ

た

と

見
て

よ
い
」

、

松
本
肇
「
韓
愈
−
主

情
性
の

文

学
」

　

（
『

加

賀
博
士

退

官
記

念
文
史
哲

論

集
』

講
談

社

　
一

九

七

九
）

に
、
「
荘

　

子

に

お

け

る

怪
奇

的
な

表
現
こ

そ

が

韓
愈
の

関
心

を

惹
い

た

の

だ

と

は

　

言

え

な
い

だ

ろ

う

か
」

と
、

韓
愈
と

『

荘

子
』

と
の

関

連
の

可
能

性

に

　

つ

い

て

推

測

し

て

い

る

が
、

ど
ち

ら

も
具

体
例
を

挙
げ
て

論
じ

て

い

な

　

い
。

 

こ

れ

ら
の

言

葉
の

中
で

典
故
が

指

摘
さ

れ
て

い

る

も
の

は

次
の

通
り

。

　

○

父

父

子
子

、

兄
兄

弟
弟
：

 

○

雍
雍
：

幻

『

毛

詩
』 、

囲

『

礼
記
』

O

　

愉
愉
如
也

：

田。

 

　
前
掲

（

注

 ）

拙
論
参
照

。

 

銭
仲
聯
集
釈
『

韓
昌
黎
詩

繋
年

集
釈
』

（

上

海
古

籍
出
版
社

一

九

八

　

四
）

巻
四
。

 

川

合
康
三

氏

は

「

終
南
山
の

変
容
」

〔
注

 
参

照
）

に

お
い

て
、

「

南

　

山
詩
」

の

制
作
意
図
つ

い

て

門
自
分

自
身
の

経
験

、

見
聞

に

即
し

な
が

　

ら
、

終

南
山
の

す
べ

て

を
こ

と

ば
に

よ
っ

て

描
き
尽

く
そ

う

と

す

る

意

　

図
を
示

す
も
の

に
ほ

か

な

ら

な
い
」

と

指
摘

し
て

い

る
。

 

注
 
お
よ

び

注

 
参
照。

 
　
前
掲
論
文
（

注

 
参
照）

に
、

「
そ
の

人
の
一

生

を

叙
す
る

に

当
っ

て
、

　

そ
の
一

生
な

り

性

格
な

り

を

象
徴
す
べ

き
挿

話
的
な

事
件

を
と

り
あ

げ
、

　

そ

れ

に

描
写

を

集
中

し

て
、

そ
の

人

と

な

り

と

生
涯

を、

暗
示

せ

ん

と

　

す
る

方
法
で

あ
る
」

と

あ

り
、

ま

た

清
水
茂

『

唐
宋
八

家
文

　
上
』

（
注

　

 
 
参
照
）

に
、

「
韓
愈
の

墓

誌

銘
は

大
て

い

そ

う
し

た

印
象

的
な

事

件

　

に

ス

ポ
ッ

ト

ラ

イ

ト
を

あ

て

て

書
か

れ

る」

と
の

指

摘
が

あ
る
。
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